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論文審査結果の要旨
本論文は,有機性の排水を処理する重要な排水処理装置について,処理性能に決定的な影響を与える流動挙
動を, CFD手法を用いて角斬する手法を確立し,さらに･それを用いて処理性能を向上させることで,最緋勺
には,環境負荷低減にも向かう貢献をすることを図ることを目的としている･
第1章｢緒論｣では,本研究の背景として,排水処理装置における流動挙動の鞘敦とCFD角噺の適用状況
を述べ,性能向上のための課題がまとめられている･
第2章｢旋回流式活性汚泥曝気槽における酸素潮牢性能の把握｣では･粗大気泡径散気装置および微細気
泡径散気装置を用いた旋回流却暴気装置において, CFDモデルを用いた潮牢効率の把握方法が検討されている･
これは複雑な散気装囲環にも対応可能な手法であり,曝気効率を高めるための散気装置の配置検討に役立ち,
さらに,散気装置の更卵寺や負荷増大時の散気装置の増設時において,微細気泡型散気装置の適用が進み,環
境負荷低減に大きく貢献するものである･
第3章｢バッフル設置加圧浮上装置の処理性能検軌では,加圧浮上槽の流動挙動に及ぼすバッフル設置
の効果を, CFD角折によって検討し,実際の浮遊物質除去性能から角斬結果が検証されている･また,大型の
加圧浮上装置において処理水質の向上を行うためのバッフル設置効果が検討されている･さらに,処理性能と
設置コストや環境負荷の両方に相反する影響を及ぼす浮上槽水深について,適切な水深を決定することができ
ることが示されている.
第4章｢嫌気性消イ牌の混合検討｣では,高温と中温の嫌気消化汚泥のレオロジー特性を明らかにされ,
さらに,嫌気消化汚泥のレオロジー特性を記述するための擬塑性流体モデルを組み込んだCFDモデルと槽内の
均一化の度合いを定量化するためのパラメーターを使って,実規模嫌気消イ僻の混御寺間を検討されている･
原泥投入後の摸拝が適性時間となれば,混合不良のトラブルを防止することができると同時に,余分な摸拝動
力を削減することができるものである･
第5章｢結論｣では,本研究で得られた結果が総括されている･
以上のように,本論文では,排水処理設備について,流働噺を行うことで,制御をすることによる高効率
化を示している.実際の装置設計や運転において,有用な知見が多く得られており,学術勺な水準も高いと認
められる.
よって,本論文は博士(学術の学位論文として合格と認める･
-115-
